
内子座楽屋について 

  内子座楽屋は内子座の裏手にあり、2011 年 3 月に「文化芸術活動支援センター」として完成

した建物です。内子座での公演の際に出演者の楽屋として利用されてきましたが、内子座保存修

理事業実施に伴い、工事期間中は特別に内子座楽屋を公開しています。資料等の展示のほか、ガ

イドによる館内案内もございます。（※ガイド不在の日時もありますのでご了承ください。） 

（主な展示のご紹介） 

 

 

 

 

  

■開館時間 / 午前９時～午後４時 30 分 

■休 館 日 / 年末年始５日間（12 月 29 日~１月 2 日） 

■入 館 料 / 大人 200 円 小人 100 円（保存修理期間特別価格） 

※20 名以上団体割引 
※木蝋資料館上芳我邸・歴史民俗資料館との 3 館セット
券もあります。 
※内子町民、身体障がい者手帳、療育手帳、精神障が 
い者保健福祉手帳の所持者及びその介護人、観光業者 
の添乗員等については、受付で写真付きの証明書をご 
提示いただくことで無料となります。 

■お問い合わせ 

内子座楽屋 

〒791-3301 愛媛県喜多郡内子町内子 2102 

TEL.&FAX. 0893-44-2840 

内子町役場 町並・地域振興課 

〒791-3392 愛媛県喜多郡内子町内子 1515 内子分庁 

TEL. 0893-44-2118 FAX. 0893-44-2157 

○搬入口 

 内子座への大道具等の搬入搬出に使用されていた部屋で

す。四方の壁には内子座の舞台を踏んだ方々のサインが残さ

れています。（※サインの撮影はお断りしています。）あわせ

て、内子座に関する企画展示も行っています。 

○稽古場 

 内子座の舞台とほぼ同じ広さで、稽古やリハーサルが

できる場所として設けられました。楽屋公開中は、内子

座の取り組みや保存修理工事に関する映像を上映する

ほか、定期的にミニコンサートを開催しています。 

○楽屋 3・楽屋 5 

内子座では 2014 年から大蔵流狂言師の茂山千三郎氏

指導の下、地域の子ども達を中心に狂言に取り組んでお

り、狂言にまつわる衣装などを常設展示しております。 

○楽屋 6、楽屋 7 

 大正5年に建てられた内子座のこけら落とし公演が人

形浄瑠璃であったことにちなみ、内子座では文楽の定期

公演に取り組んでおり、文楽に使用される人形や見台、

床本などを常設展示しています。 

入館のご案内 

 


